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氏 名 清水 吉彦 
（論文審査の結果の要旨）  
本論文は、精密微細ネットワークとしてバクテリアセルロース（BC）ゲルとエ
ポキシ系ポリマーモノリスに着目し、これらが埋め込まれた複合材料を対象とし
て、拡張性の高い作製手法の確立とともに、その力学・機能特性の系統的評価・
理解と機能材料応用に関する研究をまとめたもので、得られた成果は以下の通り
である。  
BC ナノファイバーネットワーク構造を対象として、段階的溶媒置換法と置換モ
ノマーの後重合により、元来の精密ネットワーク構造を維持したまま各種マトリ
クス材料（樹脂、エラストマー、ボトルブラシゲル）との複合化（埋め込み）を
達成している。物性・機能評価の結果、樹脂系ではナノファイバーが本来有する
優れた力学特性を、エラストマー系では歪み硬化現象を、ゲル系では優れた潤滑
性能を引き出すことに成功し、マトリクス材料特性が異なる場合のナノファイバ
ーネットワークの変形モードと役割について総合的に考察するなど、高性能・高
機能複合材料の創製に向けた設計指針を与えた。  
また、エポキシ系モノリスネットワーク構造を対象として、特には潤滑油含浸
系における潤滑特性の基礎的解明に取り組み、薄膜コーティング技術の確立、光
干渉同時計測法による潤滑機構解明、優れた貧潤滑特性の実証などに成功してい
る。さらに、これらの基礎的知見をもとに、自動車エンジン主軸受への応用を検
討し、母材金属軸受の条痕加工を併用した潤滑性能の改善に加えて、実用的に重
要な「母材金属のなじみ」特性の向上を見出している。省エネ・低環境負荷にも
貢献する技術と期待される。  
以上、本研究によって得られた成果は、学術上、実際上寄与するところが少な
くない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。
また、平成３１年２月１８日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行
って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と
認めた。  
 
  
